
重要度 Ａ

24001 作成日 更新日 H24.3.31

030300 責任者 担当者 資産管理担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 450,000

実績値 283,591

計画額 450,000

実績額 283,591

計画額 0

実績額 0

計画額 450,000

実績額 283,591

H23.4.1

担当部署 総務部 資産管理課 酒　井　美　一

取組年度

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）
推進項目 24 その他の財源確保

番号・取組事業名 未利用地の売却及び有償貸付の推進

最終目標

市有地の中で当初利用目的等が無くなり未利用地となっているものについて積極的に売却を進め，
売却に適さないもの等については有償の貸付け等を進める。

年度 取組内容・目標

効果 歳入増加

平成25年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

平成26年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

平成23年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

平成24年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

平成27年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

未利用地の売却額，貸付額 単位

成果指標
平成27年度

250,000 50,000 50,000 50,000 50,000

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

250,000 50,000 50,000 50,000 50,000

283,591

283,591

50,000250,000 50,000 50,000 50,000

見込まれる
その他効果
（金額以外）

283,591
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

Ｈ２３



重要度

24001 作成日 更新日

030300 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7 ○ ○

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

番号・取組事業名 未利用地の売却及び有償貸付の推進 H23.4.1 H24.3.31

アクションプラン（平成２３年度）
推進項目 24 その他の財源確保 Ａ

取組内容・目標

平成23年度
全庁的な未利用地調査により未利用地となった土地について，積極的に売却する。
売却に問題のあるものは問題の解決を図り売却及び有償貸付等を検討する。

取組項目

担当部署 総務部 資産管理課 酒　井　美　一 資産管理担当

売却の実施

早期に売却できない未利用地売却の解決策の検討

売却に適さないもの等の貸付の検討

未利用地調査

未利用地の転活用調査

未利用地の売却候補地の選定

早期に売却できない未利用地の売却，貸付，継続保有の区分けの検討

進捗

遅れている コメント

・未利用地の区分け，定価公募売却については，予定通りの作業
を終えた。
・一般競争入札による売却については，初めての取り組みとなるた
め，基本方針，実施要領の作成などに時間を要していること，ま
た，早期に売却できない未利用地の解決策の検討については，懸
案事項の整理，関係機関との調整などに時間を要しているため当
初計画より遅れている。（今年度一般競争入札実施予定）

進捗・実績

250,000 283,591

達　成

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

コメント
指示事項

売却処分や貸付が出来る物件は，速やかに実施すること。

計画どおり

取組内容 無

計画値 無

評
価

未利用地の売却額，貸付額

定価公募・競争入札物件とも年度内には，予定通り実施できた。た
だし，契約が２４年度になってしまう物件もあり，歳入は一部２４年
度となってしまった。
次年度からは，歳入を含めて年度内完結を目指したい。

コメント

コメント

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

取組み強化

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24002 作成日 更新日 H24.3.31

030300 責任者 担当者 資産管理担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 台

年度 最終値

計画値 70

実績値 29

計画額 17,100

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 17,100

実績額 0

H23.4.1

担当部署 総務部 資産管理課 川　上 伸　児

取組年度

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）
推進項目 24 その他の財源確保

番号・取組事業名 自動販売機設置の価格競争方式の導入

最終目標

市有各施設に設置している自動販売機について各施設ごとの状況を検討し可能な限り，価格競争
方式による設置業者選定を行う。

年度 取組内容・目標

効果 歳入増加

平成25年度 前年実施の実績を踏まえ随時実施する。

平成26年度 前年実施の実績を踏まえ随時実施する。

平成23年度
価格競争方式導入の可能な施設を選出し，現設置業者等への周知を図り24年度より実施
する。

平成24年度 価格競争方式導入の可能な物件を選出し実施する。

平成27年度 前年実施の実績を踏まえ随時実施する。

自動販売機入札導入台数 単位

成果指標
平成27年度

10 20 20 20

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

17,100

29

0 0

00 17,100 0 0

0

見込まれる
その他効果
（金額以外）

受益者負担の
徹底
説明責任の遂
行

0 0
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計

Ｈ２３



重要度

24002 作成日 更新日

030300 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 台 単位 台

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

番号・取組事業名 自動販売機設置の価格競争方式の導入 H23.4.1 H24.3.31

アクションプラン（平成２３年度）
推進項目 24 その他の財源確保 Ｂ

取組内容・目標

平成23年度
価格競争方式導入の可能な施設を選出し，現設置業者等への周知を図り24年度より実施す
る。

取組項目

担当部署 総務部 資産管理課 川　上 伸　児 資産管理担当

価格競争方式の取扱要領策定

価格競争導入物件の選定等

導入物件の現設置者への周知

価格競争方式の実施

進捗

遅れている コメント

・市有施設の自動販売機の設置状況を把握して導入物件の選定
作業に入っている。
・一般競争入札の導入に当たって，行政財産許可者及び既設販売
業者との調整に不測の日数を要し事務が遅れているが，来年度か
ら一部施設での実施に向け事務を進めている。(今年度入札実施
予定)

進捗・実績

0 29

達　成

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値自動販売機入札導入台数

継続実施

進んでいる

取組内容 無

計画値 無

評
価

コメント

当初，２４年度から本庁舎関係の入札導入を検討したが，市立柏
高校及び消防局も前倒しで実施することが出来た。

コメント

コメント
指示事項

２３年度に,一部において価格競争方式を導入した。この実績を踏
まえ今後も可能な物件から導入を進めてもらいたい。

吉田　克夫 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24003 作成日 更新日 H24.3.31

163100 責任者 担当者 増田 秋夫

H23 ～ H23

区分

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 250

実績値 260

計画額 250

実績額 260

計画額 0

実績額 0

計画額 250

実績額 260
効
果
額

歳入
増加

歳出
削減

計
52

見込まれる
その他効果
（金額以外）

52 52 52 52

50 50 50 50 50

5252 52 52 52

50 50 50 50 50

52

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成26年度

平成27年度

施設使用料 単位

成果指標
平成27年度

50

平成23年度 自動販売機の施設使用料（￥５２，８１９）を徴収

平成24年度

平成25年度

最終目標

　自動販売機の施設使用料は免除としてきたが，平成２３年度から使用料（５万円）を徴収する。

年度 取組内容・目標

効果 歳入増加

担当部署 地域づくり推進部 地域支援課 市民文化会館 青山 正博

取組年度

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）
推進項目 24 その他の財源確保

番号・取組事業名 自動販売機の施設使用料の徴収 H23.4.1

Ｈ２３



重要度

24003 作成日 更新日

163100 責任者 担当者

区分

完了

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

評
価

施設使用料

社会福祉協議会から既に収納済み。収納金額の内訳：自動販売
機設置料１４８，１７３．３０５円／㎡×６．７９㎡×５／１００×３６５
／３６５×１．０５＝５２，８１９円

コメント

コメント
次年度からも引き続き財源確保に向け，自動販売
機設置料を徴収していく。

窪井　公輔 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

Ｂ

完了
（目的達成）

コメント
指示事項

予定通り事業は完了した。

完了
（事業終了）

取組内容 無

計画値 無

達　成

年
度
末

成果指標名

計画変更
（次年度
以後）

計画値 実績値

完了
（事業終了）

コメント
社会福祉協議会から既に収納済み。収納金額の内訳：自動販売
機設置料１４８，１７３．３０５円／㎡×６．７９㎡×５／１００×３６５
／３６５×１．０５＝５２，８１９円

進捗・実績

50 52

進捗

取組項目

自動販売機の施設使用料（５万円）を徴収

担当部署 地域づくり推進部 地域支援課 市民文化会館 青山 正博 増田 秋夫

取組内容・目標

平成23年度 自動販売機の施設使用料（￥５２，８１９）を徴収

アクションプラン（平成２３年度）
推進項目 24 その他の財源確保 Ｂ

番号・取組事業名 自動販売機の施設使用料の徴収 H23.4.1 H24.3.31

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24004 作成日 更新日 H24.3.31

140500 責任者 担当者 上田 晃也

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 100

実績値

計画額 500

実績額 100

計画額 0

実績額 0

計画額 500

実績額 100

見込まれる
その他効果
（金額以外）

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

100

平成25年度

歳出
削減

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

単位

平成24年度

北部地域のまちづくりパンフレットへの広告掲載料の確保

取組年度

歳入増加

24 その他の財源確保

100

100 100

100

平成26年度

取組内容・目標

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

平成25年度

計
100

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成27年度

広告掲載料

平成23年度

100

100 100

100

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

北部地域のまちづくりパンフレットの作成費用に充当するため，民間企業の広告を掲載し，広告事業
による収入を確保する。

H23.4.1

100

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

奥山　勤也

最終目標

効果

都市部 北部整備課

100

100 100

100 100 100

100

効
果
額

Ｈ２３



重要度

24004 作成日 更新日

140500 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

無

コメント

吉川　正昭 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

Ｂ

継続実施

100
成果指標名

取組内容

計画値

無

アクションプラン（平成２３年度）
Ｂ

取組項目

H24.3.31

上田 晃也

コメント
指示事項

目標（１０枠）については確保。パンフレット印刷経費を広告掲載料
で賄えるよう検討を加え，２４年度も継続する。

年
度
末

評
価

実績値
100

広告掲載料

　柏の葉キャンパス駅及び柏たなか駅周辺に立地する企業に直接
訪問し，広告主への依頼を行ったことで，広告主の数が昨年度より
増えた。（掲載料の増額はなし。）
　広告主には，パンフレットの設置協力もお願いしており，広告主の
増加は，パンフレットの設置箇所の増加にもつながり，周知の幅が
増えた。

コメント

計画値

進捗・実績

計画どおり

計画どおり コメント

進捗

達　成

24 その他の財源確保

北部地域のまちづくりパンフレットへの広告掲載料の確保

推進項目

番号・取組事業名

広告掲載料収入通知書の送付

　１０月１５日付け広報かしわ及びホームページにおいて，広告主
の募集を行う予定。また，柏の葉キャンパス駅及び柏たなか駅周
辺に立地する企業等に対して，掲載依頼を行う予定。

パンフレット印刷

広告掲載契約の締結

担当部署

平成23年度

広告主募集

H23.4.1

取組内容・目標

奥山　勤也都市部 北部整備課

北部地域のまちづくりパンフレット広告掲載料　10,000円(１枠)×10件＝100,000円

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24005 作成日 更新日 H24.3.31

120100 責任者 担当者 管理担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 6,751

実績値

計画額 1,414

実績額 0

計画額 0

実績額 0

計画額 1,414

実績額 0

0

効
果
額

0

306 285

306 285 257

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

後藤　清

最終目標

効果

土木部道路維持管理課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

柏市屋外広告物条例に基づく許可を受けずに掲出されている広告物について，実態調査に基づく申
請指導を行い，適正な表示及び許可申請手数料の増収を図る。

H23.4.1

5,414

321

平成27年度

屋外広告物許可手数料

平成23年度

257

6,7516,430

245

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

屋外広告物実態調査（柏北部地区）の実施，無許可物件に対して申請指導の実施，許可手数料　対平成２０年度決算額５％増

計

単位

平成24年度

屋外広告物の実態調査による申請指導と適切な許可

24 その他の財源確保

4,806

5,157 3,885

245

取組年度

歳入増加

無許可物件に対して申請指導の実施，許可手数料　対平成２１年度決算額５％増

見込まれる
その他効果
（金額以外）

無許可物件に対して申請指導の実施，許可手数料　対平成２２年度決算額５％増

無許可物件に対して申請指導の実施，許可手数料　対平成２３年度決算額５％増

無許可物件に対して申請指導の実施，許可手数料　対平成２４年度決算額５％増

321

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

24005 作成日 更新日

120100 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

屋外広告物実態調査（柏北部地区）の実施

H23.4.1

取組内容・目標

後藤　清土木部道路維持管理課

屋外広告物実態調査（柏北部地区）の実施，無許可物件に対して申請指導の実施，許可手
数料　対平成２０年度決算額５％増

進捗

未達成

24 その他の財源確保

屋外広告物の実態調査による申請指導と適切な許可

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

5,157
屋外広告物許可手数料

・屋外広告物実態調査を完了した。
・申請指導に当たっては，調査データを整理し，指導対象物件の抽
出が必要となる。全体件数が３万件以上となり，今年度中に申請
指導の実施には至らなかったが，次年度から，データの整理作業・
申請指導を実施する。

コメント

無許可物件に対して，申請指導の実施

・平成２１年度から屋外広告物実態調査を実施しており，今年度で
調査完了予定
・成果物の精査，是正指導について，実施の方法や体制等詳細を
検討中

進捗・実績

遅れている

遅れている コメント

Ｂ

取組項目

H24.3.31

管理担当

屋外広告物実態調査成果物（Ｈ２１，Ｈ２２調査分）の精査

コメント
指示事項

早期に申請指導に着手できるよう準備を進めること。また是正指導
の方法等は審議会で十分な議論を踏まえ整理すること。

年
度
末

評
価

実績値計画値

石井　健三 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｃ

継続実施

4,806
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24006 作成日 更新日 H24.3.31

120500 責任者 担当者 道路サービス担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 KW

年度 最終値

計画値 34,600

実績値 0

計画額 0

実績額 0

計画額 360

実績額 291

計画額 360

実績額 291
効
果
額

291

291

72 72 72

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

君島昭一

最終目標

効果

土木部道路サービス事務所

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

・事務所の光熱費を削減

H23.4.1

34,600

72 72

平成27年度

電気使用量

平成23年度

34,60034,600

72

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率
を上げ，電気使用量を抑える。

計

72 72 72

単位

平成24年度

事務所経費の削減

24 その他の財源確保

25,922

34,600 34,600

取組年度

歳出削減

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率
を上げ，電気使用量を抑える。

見込まれる
その他効果
（金額以外）

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率
を上げ，電気使用量を抑える。

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率
を上げ，電気使用量を抑える。

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率
を上げ，電気使用量を抑える。

72

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

24006 作成日 更新日

120500 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○ ○

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 KW 単位 KW

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

遮光用植栽（ゴーヤ）の設置

H23.4.1

取組内容・目標

君島昭一土木部道路サービス事務所

　事務室の窓に遮光用の植栽を設置し，夏場の室内温度上昇を抑えることにより冷房効率を
上げ，電気使用量を抑える。

進捗

達　成

H24年度予算編成

24 その他の財源確保

事務所経費の削減

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

34,600
電気使用量

取組内容を実践することにより，電気使用量を抑えることができ
た。また，通年で電気使用量を抑える取り組みを行ったことにより，
計画値を上回ることができた。

コメント

次年度の公共施設緑化事業の検討

遮光用植栽の設置，節電の徹底等を実施し，計画どおり電気料
金，電気使用量を削減した。

進捗・実績

計画どおり

計画どおり コメント

Ｂ

取組項目

H24.3.31

道路サービス担当

電気使用量の検証

コメント
指示事項

引き続き実績が上がるよう進めること。ただし熱中症予防対策にも
十分配慮すること。

年
度
末

評
価

実績値計画値

石井　健三 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｂ

継続実施

25,922
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３



重要度 Ａ

24007 作成日 更新日 H24.3.31

120800 責任者 担当者 計画担当

H23 ～ H23

区分

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 0

実績値 380,239

計画額 0

実績額 380,239

計画額 0

実績額 0

計画額 0

実績額 380,239

見込まれる
その他効果
（金額以外）

未利用地の早
期売却

平成25年度

歳出
削減

単位

平成24年度

十余二処理場跡地の売却

取組年度

歳入増加

24 その他の財源確保

380,239

0

0

平成26年度

取組内容・目標

具体的な売却価格を算定し，公募等により売却を図る。

平成25年度

計
0

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成27年度

売却益

平成23年度

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

 当該用地は，平成２0年度末に手賀沼流域下水道へ接続替えし終末処理場としての機能を廃止し，
現在未利用地となっている。
　現況の終末処理場施設等と併せて売却しようとするものであり，売却予定物件として平成22年11
月から市のホームページに掲載中である。

H23.4.1

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

山田　研一

最終目標

効果

土木部 下水道整備課

380,239

380,239

効
果
額

Ｈ２３



重要度

24007 作成日 更新日

120800 責任者 担当者

区分

完了

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○

2 ○

3 ○ ○

4 ○

5 ○

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

無

コメント

石黒　博 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

Ｂ

完了
（目的達成）

380,239
成果指標名

取組内容

計画値

無

アクションプラン（平成２３年度）
Ａ

取組項目

H24.3.31

計画担当

コメント
指示事項

年
度
末

評
価

実績値
0

売却益

当初，公募による売却を予定していたが，随意契約により，企業誘
致と併せて実施することができた。

コメント

計画値

進捗・実績

完了
（事業終了）

計画どおり コメント

進捗

達　成

24 その他の財源確保

十余二処理場跡地の売却

推進項目

番号・取組事業名

現場説明・開札・仮契約

売却について相手方と協議を進めている。

用地売却の議案を議会へ上程

所有権移転登記

柏市公有財産（土地）管理運用検討会へ売却の方針を諮る

担当部署

平成23年度

水路整備工事

H23.4.1

取組内容・目標

山田　研一土木部 下水道整備課

具体的な売却価格を算定し，公募等により売却を図る。

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24008 作成日 更新日 H24.3.31

120900 責任者 担当者 水洗普及担当

H23 ～ H27

区分

実施

実施

実施

実施

完了

指標名 件

年度 最終値

計画値 1,000

実績値

計画額 34,500

実績額 1,459

計画額 0

実績額 0

計画額 34,500

実績額 1,459
・公衆衛生の
　向上
・公共用水域
　の水質保全

1,459

効
果
額

1,459

4,600 6,900

4,600 6,900 9,200

・公衆衛生の
　向上
・公共用水域
　の水質保全

・公衆衛生の
　向上
・公共用水域
　の水質保全

・公衆衛生の
　向上
・公共用水域
　の水質保全

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

須藤　実

最終目標

効果

土木部 下水道維持管理課

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

・公共下水道供用開始から１年以上経過した地域(対象件数約３，５００件)において水洗化普及活動
　を行い，下水道への切換え実施件数の増加を目標とする。
・もって下水道使用料の増収にも資する。

H23.4.1

200

11,500

平成27年度

下水道への切換え

平成23年度

9,200

200200

2,300

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

計
0 0

単位

平成24年度

水洗化の普及

24 その他の財源確保

127

200 200

2,300

取組年度

歳入増加 その他改善

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

見込まれる
その他効果
（金額以外）

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

11,500

0
・公衆衛生の
　向上
・公共用水域
　の水質保全

0

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

24008 作成日 更新日

120900 責任者 担当者

区分

実施

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○ ○ ○ ○

2

3

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 件 単位 件

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

水洗化普及活動を行い，下水道への切換え件数増加をめざす。

H23.4.1

取組内容・目標

須藤　実土木部 下水道維持管理課

水洗化普及活動により，下水道への切換促進（２００件）。

進捗

未達成

24 その他の財源確保

水洗化の普及

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

200
下水道への切換え

新規に供用開始する区域が以前に比べて少ない関係で，新しく普
及活動の対象となる家屋も減少傾向にある。また，経済的な問題
など解決困難な課題がある普及対象家屋の率が高まっており，目
標に到達しなかった（６３％）と思われる。
今後の方針としては，集合賃貸住宅の柏市外在住オーナーへの普
及活動を強化することで，効率よく普及件数を上げることが必要で
ある。

コメント

上半期の切替件数は７０件（６ヶ月）。
平成２２年度とほぼ同様（１４３件/１２ヶ月）の結果となり，計画値
（２００件/１２ヶ月）には及ばなかった。
普及活動の体制を８月から変更しており，成果を見極めるまでもう
少し時間を要する。
現時点で計画値は変更しない。

進捗・実績

遅れている

遅れている コメント

Ｂ

取組項目

H24.3.31

水洗普及担当

コメント
指示事項

普及活動経費と効果を分析すること，その上で廃止を含め手法の
見直しを図ること。

年
度
末

評
価

実績値計画値

石井　健三 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｃ

内容見直し

127
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３



重要度 Ｂ

24009 作成日 更新日 H24.3.31

250000 責任者 担当者 國廣　幸司

H23 ～ H23

区分

完了

指標名 千円

年度 最終値

計画値 425

実績値

計画額 425

実績額 425

計画額 0

実績額 0

計画額 425

実績額 425

425

効
果
額

425

アクションプラン全体計画 （平成２３～２７年度）

斉藤　和夫

最終目標

効果

農業委員会事務局

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

農地法改正に伴う農家基本台帳システム改修費等必要経費を，補助金を活用すること市負担０円で
対応する。

H23.4.1

平成27年度

補助金額

平成23年度

425

平成26年度

年度

平成27年度

成果指標

平成25年度

歳入
増加

平成24年度

平成23年度

平成26年度

取組内容・目標

Ｈ２３年度事業予定額425千円の全額補助採択。

計

単位

平成24年度

農地制度実施円滑化事業補助金の活用

24 その他の財源確保

425

425

425

取組年度

歳入増加

見込まれる
その他効果
（金額以外）

平成25年度

歳出
削減

Ｈ２３



重要度

24009 作成日 更新日

250000 責任者 担当者

区分

完了

4～6月 7～9月
10～12

月
1～3月

1 ○

2 ○ ○

3 ○

4

5

6

7

8

9

10

上
半
期

進捗状況

単位 千円 単位 千円

達成状況
【成果】

進捗状況
【活動】

評価者

総合評価
(A・B・C)

方向性

事業実施計画書の提出

H23.4.1

取組内容・目標

斉藤　和夫農業委員会事務局

Ｈ２３年度事業予定額425千円の全額補助採択。

進捗

達　成

24 その他の財源確保

農地制度実施円滑化事業補助金の活用

推進項目

番号・取組事業名

担当部署

平成23年度

425
補助金額

法改正によって，加わった事務を行うためのシステム改修費及び
必要経費を補助金で全額賄った。

コメント

事業実績報告書の提出

事業の実施期間中であり，計画どおり順調に進んでいる。

進捗・実績

完了
（事業終了）

計画どおり コメント

Ｂ

取組項目

H24.3.31

國廣　幸司

事業の実施、定期報告

コメント
指示事項

農地法改正による新たな追加項目を行う為のシステム改修経費を
全額補助金で賄えたことは評価できる。

年
度
末

評
価

実績値計画値

関根　美登 ※重要度Ａ事業は副市長，重要度Ｂ事業は部局長を評価者とする

計画変更
（次年度
以後）

アクションプラン（平成２３年度）

Ｂ

完了
（目的達成）

425
成果指標名

取組内容

計画値

無

無

コメント

Ｈ２３


	24001_023_資産管理課（未利用地）
	24002_022_資産管理課（自販機）
	24003_040_市民文化会館(自販機)
	24004_095_北部整備課(広告掲載料）
	24005_084_道路維持管理課（屋外広告物）
	24006_228_道路サービス事務所（事務所経費）
	24007_088_下水道整備課（十余二処理場跡地の売却）
	24008_091_下水維持管理課（水洗普及）
	24009_106_農業委員会事務局（農地制度実施円滑化事業補助金の活用）

